
今までの歩み
　「株式会社EBTISAM（イプティサム）」は“国
際貢献”と“社会貢献”というキーワードを掲
げ、海外雑貨の販売、飲食業、学習塾を運営す
る会社である。代表取締役の井上氏は、幼い頃
から、難民キャンプについての報道やドキュメ
ンタリーを見たことで開発途上国へ強い関心が
あった。保育士として勤務していた頃、初めて
の海外旅行でタイに行った際、日々の生活に困
窮している子どもたちを目の当たりにし、強い
衝撃を受けた。帰国後、空港でJIC Aボランティ
ア募集の張り紙を見つけ、 その中の 「幼児教育」
の分野に強い関心を抱き、「将来絶対に参加しよ
う！」 と決心した。 そして、 保育士を約10年続け
たのち、念願だった「幼児教育」ボランティア
のためにエジプトへ渡航。エジプトでは約2年
間、現地の保育従事者に保育に関する知識や技
術を伝えるとともに、アラビア語版保育集を作
成するなど熱心に取り組んだ。この経験は、井
上氏自身に国際貢献への意識を強く根付かせ、
同社の事業内容に大きく影響を与えるターニン
グポイントとなった。任期満了を迎え日本に帰
国後、この経験を活かして、開発途上国の現状
を子どもたちに伝えたいという思いから、JIC A
国内センターで勤務しながら小学校教諭の免許
を取得した。その後5年間、小学校教諭として
人権や道徳、国際開発といった分野の授業を担
当し、開発途上国の現状などを伝えた。そして
再び開発途上国のために尽力したいという想い
が高まり、世界の経済状況や現状を詳しく学ぶ
べく大学院へ入学。開発途上国の経済力を高め
る仕組みづくりや、当該国が自国として発展す
るための支援方法を学び、修士号を取得した。
その後、国際貢献に加えて社会貢献にも取り組
む事業活動の開始を決意。まずは、社会貢献の
一環として子どもたちの居場所を作りたいとい
う想いを実現するため、コミュニティー施設と
して学習塾と書道教室を開業した。事業は好調
だったものの、家庭の事情により、一時はすべ
ての事業を中断せざるを得ないという苦境にも
直面した。事業の再スタートにあたり、改めて
事業内容を見直した結果、社会貢献事業として
の学習塾は残しつつ、国際貢献できる取組をメ

インにシフトし、 202 1年、 法人成りを経て現在
に至る。同社が事業を通じて行う国際貢献につ
いて、井上氏に詳しくお聞きした。

“国際貢献”できる事業の仕組みとは
　同社で販売している雑貨、商品のほとんどは
ケニア・エジプトといったアフリカ圏から仕入
れている。多くの商品は、現地のNGO団体の
ほか、井上氏がかつて渡航した際に培った人脈
による仕入れルートであるため、日本では非常
に希少価値が高い。取り扱う商品の製作者は、
スラムに住むシングルマザーや自立支援施設の
卒業生などとメッセージ性が強く、購入者は後
を絶たない。さらに、商品代金の一部は孤児院
や同社が理事として関わりのあるジンバブエの
NGO団体に届く仕組みのため、お客様からは
「素敵な上に、購入することで支援に繋がるので
あれば是非。」と評判も上々だ。
　また、健康を意識した弁当や惣菜を販売して
いる飲食業部門では、「 T ABLE FOR T WO」プ
ログラムに参画している。食事をすることで誰
でも気軽に国際貢献できるのが魅力だ。井上氏
は、「当社の商品を知っていただくことによっ
て、国際貢献に興味を持つ方が増えて支援の輪
が広がればと考えています。」と語った。

今後の展望
　井上氏は「アフリカ圏での仕入れ先を広げて
いきたいです。また、当社で行っている国際貢
献や社会貢献事業に賛同してくださる方が増
え、一緒に活動できれば嬉しく思います。」と
語った。同社の今後の活躍にも期待したい。

※「 T ABLE FOR T WO」プログラムとは、定食や食品を
購入すると1食につき20円が開発途上国に寄付され、
それが子どもの学校給食になる仕組みである。20円は
開発途上国の給食1食分相当の金額。
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